
厚木市（仮称）未来館

内装・展示基本設計の概要

※基本設計段階の検討のため、今後実施設計を
進めることで変更が生じる場合があります。

令和５年３月
厚木市



・（仮称）こども未来館基本構想策定（平成29年11月）

・厚木市複合施設等整備基本計画策定（令和２年１月）

・（仮称）未来館内装・展示基本設計完了（令和５年３月）

・実施設計着手（令和５年度予定）

・展示等の作成、整備着手（令和７年度予定）

・供用開始（令和９年度予定）

１ これまでの経緯と今後の予定



２ 基本計画からの変更のポイント



３ 基本設計における事業計画

—基本理念—
厚木市民の未来へのチカラをみんなで育て、伸ばしていく

コミュニティプレイスの創造

「未来」とは・・・「いい日々、いい時間。」（複合施設整備の基本理念に同じ）

「未来へのチカラ」とは・・・予測困難なこと、様々な課題、それらを乗り越え、今を、未

来を「生きる力」

⇒ 「ワンダー ※1」をキッカケに自ら学び、考える力を身に付け、自らの可能性に気付

き、それを広げることで、自分と地域の未来を切り開くことを支援する施設

「コミュニティプレイス」とは・・・生涯学習や人材育成を支える新たな交流の拠点

※1 ワンダー・・・何かを知りたいと思う心、好奇心、探求心、不思議、驚き、疑問などの総称



３ 基本設計における事業計画

【参考】ワンダーの連鎖のイメージ（基本計画より）



４ 全体概要 —施設のコンセプト—



５ 諸室配置の考え方



６ 連携展示配置の考え方



７ 市民参画の考え方


